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早大･理工 斎 藤 信 彦
§1 序
線形応答理論は統計力学に新 しい考えを導入 し,また有用な結果を提供 して来た｡しか､しそ










































となるような滑らかな関数 Jがあるとき,JはJに法則収束 (Convergencein law )とい
い,我々はこのJをfの(空間的に)粗視化された関数ということにするOすると











































































































photons.These results aHow for a theoreticalinterpretation of
underthreshold ionization and ofthe characteristic peakstructure
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